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（※３）タブレット端末 … 

液晶画面に指を触れて操作を行うタイプの薄型軽量

のコンピューターのこと

（※４）スクールソーシャルワーカー …

いじめや不登校、虐待、貧困など、学校や日常生活における問題に

直面する子どもを支援する社会福祉の専門家

第
１
回
伊
佐
市
議
会
で
橋
本
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
「
令
和
５
年
度

　

施
政
方
針
」
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
政
方
針

令和５年度

 

１  

は
じ
め
に

　

令
和
２
年
１
月
に
国
内
で
初
め
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
、
既
に
３
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
な
ど
に
携
わ
る
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
市
民
生
活
が
維
持
で
き

て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

政
府
対
策
本
部
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、

５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
５
類
感

染
症
に
位
置
付
け
る
と
の
方
針
が
決
定

さ
れ
、
今
後
、
医
療
費
の
公
費
負
担
や

医
療
提
供
体
制
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
必
要
な
対
応
の
検
討
、

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
社
会
活
動
と
の

両
立
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
念

頭
に
置
い
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
み
ら
れ
る
気
候
変
動
に
よ
り
、
集
中

豪
雨
な
ど
の
気
象
災
害
が
頻
発
し
、
本

市
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

雨
の
降
り
方
が
局
地
化
、
集
中
化
、

激
甚
化
し
て
き
て
い
る
中
、
気
候
変
動

と
そ
の
影
響
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
対

応
が
自
治
体
に
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
守
り
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」（
※
１
）

を
こ
こ
に

宣
言
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
は
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
を

締
結
し
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
脱

炭
素
化
及
び
災
害
に
よ
る
停
電
時
の
防

災
力
の
強
化
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

市
民
の
み
な
さ
ま
の
環
境
・
防
災
意
識

の
向
上
な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
改
修
、
改
築
に

あ
た
っ
て
は
「
伊
佐
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
※
２
）

の
導
入
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
断
熱
化
等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

２ 

主
要
施
策
等
の
概
要

　

令
和
５
年
度
は
、
第
２
次
伊
佐
市
総

合
振
興
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り

ま
す
。

　

基
本
構
想
に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
「
笑
顔
あ
ふ
れ　

一
人
ひ
と
り

が　

幸
せ
感
じ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
大
切
な
一

歩
を
し
っ
か
り
と
踏
み
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
共
生
協
働
】

　

地
域
の
基
礎
組
織
で
あ
る
自
治
会
や

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
お
い
て

は
、
防
災
や
見
守
り
、
子
育
て
支
援
や

健
康
づ
く
り
、
地
域
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
多
く
の
方
々
が
主
体
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
課
題
を
地
域
住

民
が
自
ら
解
決
す
る
取
組
に
対
し
、
必

基本目標

１
笑
顔
で
創
る
明
る
い
ま
ち

笑顔あふれ
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（※１）ゼロカーボンシティ …

2050 年に、二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による「排出

量」 から、植林、森林管理などによる「吸収量」 を差し引いて、合計を実質

的にゼロにすることをめざすと公表した地方自治体のこと

（※２）再生可能エネルギー … 

絶えず資源が補充され枯渇することのないエネル

ギー。太陽光、太陽熱、水力、風力、地熱、波力、

温度差など

要
な
支
援
を
継
続
し
、
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

多
く
の
行
事
な
ど
が
中
止
と
な
り
、
地

域
活
動
が
停
滞
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
展
開
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
今
後
も
、
地
域
の
主
体
的

な
活
動
が
以
前
の
よ
う
に
活
発
に
な
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
人
権
】

　

人
権
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
伊
佐

市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
理
解
と
認
識
を
深
め
る
取
組
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
人
権
相
談
、
法

律
相
談
等
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
第
２
次
伊
佐
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
政
策
、

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大

の
取
組
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
合

い
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
え
る
社

会
の
構
築
に
向
け
た
啓
発
を
進
め
ま
す
。

【
子
育
て
】

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
、
妊
娠
届
出
時
か
ら
出
産
・
育
児
な

ど
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
の
面
談
等

を
通
じ
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
い
で
い

く
「
伴
走
型
相
談
支
援
」
と
、
妊
娠
届

出
時
と
出
生
届
出
後
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万

円
を
給
付
す
る
「
経
済
的
支
援
」
を
一

体
的
に
実
施
し
、
妊
婦
、
子
育
て
家
庭

に
必
要
な
支
援
が
確
実
に
届
く
よ
う
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
負
担
の
軽
減
の
た
め

に
一
時
預
か
り
事
業
を
利
用
す
る
に
あ

た
り
、
利
用
者
負
担
を
理
由
と
し
て
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、

所
得
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
利
用

者
負
担
額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
や

子
育
て
に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
親
子
の
関
係

性
や
発
達
に
応
じ
た
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
と
し
て

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
保
育
園
舎
の
建
て

替
え
に
対
す
る
支
援
、
保
育
所
等
に
お

い
て
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
を
可
能

と
す
る
た
め
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
湧
水
町
と
の
連
携
の
も
と
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
早
期
設
置
が
実

行
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
と
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
教
育
】

　

児
童
生
徒
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、
各
種
学
力
調
査
の
分

析
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
「
分
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と
実
感

す
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
※
３
）

等
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
み
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
最
適
な
学
び
の
場
の

提
供
に
向
け
て
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
こ
ど
も
園
か
ら
の
情
報
を
共
有
す

る
た
め
の
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
抱
え
る
問
題
は
、
複
雑

化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
教
職
員

を
は
じ
め
教
育
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
※
４
）

等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
、
日
頃
か

ら
児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
困
り
感
の
あ
る

保
護
者
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

福
祉
、
医
療
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
家
庭
へ
の
切
れ
目
な
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
主

体
的
な
学
習
活
動
や
社
会
参
加
を
支
援

す
る
た
め
の
場
の
確
保
や
充
実
し
た
学

び
の
機
会
を
提
供
し
、
す
べ
て
の
人
々

が
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

基本目標

２
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち

基本目標

３

郷
土
を
愛
し
、
豊
か
な
心
を

育
む
ま
ち
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湯
之
尾
の
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
カ
ヌ
ー
ス

プ
リ
ン
ト
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
炬
火

リ
レ
ー
の
実
施
や
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大

会
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
、
市
を
あ
げ
た

取
組
を
行
い
、
大
会
成
功
に
向
け
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
奨
学
金
制
度
に
お
い
て
、

本
市
に
定
住
就
業
す
る
場
合
に
返
還
を

免
除
等
す
る
制
度
の
創
設
や
、
学
校
給

食
に
係
る
保
護
者
負
担
額
の
軽
減
の
た

め
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
】

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き

と
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、「
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
等
の
介
護
予
防
事
業
を
よ
り
身
近

な
場
所
で
展
開
す
る
と
と
も
に
、
介
護

と
医
療
の
連
携
や
身
近
な
地
域
に
お
け

る
「
お
助
け
隊
」（
※
５
）

な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
理

解
や
支
援
を
よ
り
広
く
深
い
も
の
と
す

る
た
め
に
、
小
・
中
・
高
校
生
等
に
対

す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
す
る
ほ
か
、
権
利
擁
護
の
た
め
に

成
年
後
見
制
度
（
※
６
）

の
利
用
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
「
第

10
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
策
定
を
関
係
者
の
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
行
い

ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

運
動
不
足
、
過
度
の
飲
酒
や
過
剰
な
塩

分
摂
取
な
ど
の
生
活
習
慣
が
要
因
と
な

る
疾
病
予
防
の
た
め
、
健
康
に
関
す
る

相
談
、
教
室
、
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
事
業

等
の
動
機
付
け
を
行
い
な
が
ら
、
市
民

が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

「
セ
ル
フ
ケ
ア
の
習
慣
化
」
を
促
進
し

ま
す
。

　

各
種
健
（
検
）
診
、
保
健
指
導
に
よ

り
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
受
診
率
の
向
上

に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
併
せ
て
、
糖

尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
重

症
化
予
防
対
策
に
つ
い
て
も
、
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
事
業
」
の
取
組
に
よ

り
、
健
康
寿
命
が
延
伸
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
済
状
況
等
を
鑑
み
、
こ
れ

ま
で
国
保
税
率
を
据
え
置
い
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
決
算
分
析
を
行
い
な
が
ら
、

適
正
な
税
率
の
検
討
、
国
・
県
か
ら
の

公
費
確
保
、
特
定
健
診
を
は
じ
め
と
す

る
保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る
医
療
費
適

正
化
に
努
め
、
事
業
の
安
定
的
な
運
営

を
図
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た

と
お
り
、
国
の
方
針
、
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
医
師
会
や
保
健
所
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
対
策
に
当
た
る
と

と
も
に
、
平
常
時
に
お
け
る
地
域
医
療

提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
診
療
科
の
維
持
や
医

師
確
保
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

【
福
祉
】

　

身
近
な
地
域
に
お
い
て
は
、
市
民
の

自
助
、
互
助
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
複
雑
化
、
複

合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
相
互
に
協

力
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

３
年
目
を
迎
え
る
障
が
い
者
等
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
よ

り
一
層
の
周
知
を
図
り
、
複
雑
化
す
る

（※８）ジビエ …

狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉のこと

（※７）地域計画 …

地域での話し合いにより、将来、地域の農地を誰が利用し、農地を

どうまとめていくかなど、農地利用の姿を明確化する計画のこと

基本目標

４
と
も
に
支
え
合
い
、
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

の
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
人
権
意

識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

家
庭
教
育
や
青
少
年
教
育
に
つ
い
て

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
青
少
年
健
全
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、

「
伊
佐
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

通
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
育
成

の
気
運
を
高
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
、
利
用
し
や
す
い
図
書
館
運

営
な
ど
に
よ
り
、
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

【
文
化
】

　

文
化
芸
術
に
つ
い
て
は
、
県
文
化
協

会
主
催
に
よ
る「
県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
」

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
活

動
に
対
し
、
団
体
等
の
発
表
の
機
会
の

確
保
や
、
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
多
く
の
市
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
芸
術
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
文
化
協
会

等
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化
財

の
適
正
な
保
存
活
用
に
努
め
、
市
民
が

郷
土
の
文
化
財
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

や
周
知
を
行
い
、
併
せ
て
郷
土
芸
能
の

伝
承
・
振
興
に
努
め
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
延
期
と

な
っ
て
い
た
国
体
が
「
特
別
国
民
体
育

大
会　

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

と
し
て
10
月
に
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
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地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
相
談
相
手
と
な
っ
て
支

援
を
行
う
相
談
事
業
な
ど
の
新
た
な
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
民

に
対
し
て
の
相
談
機
能
の
強
化
を
図
り
、

状
況
に
応
じ
た
支
援
や
自
立
の
助
長
を

行
い
、
不
安
の
解
消
と
安
心
し
た
暮
ら

し
を
支
援
し
ま
す
。

【
産
業
経
済
】

　

農
業
に
お
い
て
は
、
食
糧
自
給
率
の

向
上
を
見
据
え
た
上
で
、
地
域
の
担
い

手
な
ど
へ
の
農
地
の
集
積
化
や
集
約
化

を
は
じ
め
、
農
業
用
機
械
の
導
入
や
根

深
ね
ぎ
な
ど
の
重
点
作
物
の
生
産
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
で
収
益

性
の
高
い
経
営
体
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
新
規
就
農
者
に
対
し
、
農
業
技

術
や
機
械
導
入
な
ど
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

持
続
的
で
安
定
的
な
農
業
経
営
を
支
援

し
ま
す
。

　

生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
や
農
道
な
ど

に
関
し
て
は
、
計
画
的
な
整
備
や
適
正

な
維
持
管
理
を
推
進
し
、
地
域
に
お
い

て
は
、
共
同
作
業
に
よ
る
維
持
管
理
や

環
境
保
全
等
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
農
地
と
将
来
の
耕
作
者
を

紐
づ
け
る
「
地
域
計
画
」（
※
７
）

の
策
定

る
と
と
も
に
、
路
網
整
備
や
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
に
よ
る
安
定
的
な
供
給

体
制
づ
く
り
を
強
化
し
、
里
山
林
の
保

全
管
理
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
森

林
づ
く
り
を
進
め
、
環
境
の
保
全
に
努

め
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い
て
は
、
猟
友

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
く
捕
獲
や
侵
入
防
止
柵

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
農
林
作
物
の
被

害
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ
（
※

８
）

等
の
普
及
啓
発
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
、
商
工
会
と
連

携
し
た
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し
て
実

施
し
、
加
え
て
、
専
門
家
に
よ
る
商
品

開
発
、
販
路
開
拓
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
等
の
磨
き
上
げ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
な
ど
、
新
規
起
業
者
と
既
存
事
業
者

の
双
方
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る
助
成
を
継

続
し
て
実
施
し
、
事
業
者
支
援
と
地
域

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
同
時
に
図

る
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
立
地
企
業
や
事
業
所
等
と
連

携
を
密
に
し
、
雇
用
の
維
持
は
も
ち
ろ

ん
、
増
設
等
の
投
資
に
向
け
た
取
組
を

行
い
な
が
ら
、
新
規
操
業
す
る
「
サ
ン

キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
株
式
会
社
」、「
株
式
会

社
サ
イ
コ
ッ
ク
ス
」
等
の
複
数
の
事
業

所
と
立
地
協
定
を
締
結
し
、
操
業
に
向

け
た
支
援
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
県

の
企
業
立
地
懇
話
会
等
を
通
し
て
企
業

誘
致
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
努
め
ま
す
。

に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
利
活

用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
に
お
い
て
は
、
国
等
の
補
助
事

業
を
活
用
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
に

よ
り
、
経
営
規
模
拡
大
を
支
援
す
る
こ

と
で
市
内
飼
養
頭
数
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
優
良
種
雌
牛
の
地
域
内
保

留
な
ど
に
よ
り
市
場
価
値
の
高
い
畜
産

物
の
生
産
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
地
域

畜
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
冬
、
全
国
的
に
大
発
生

し
て
い
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
、
散
発
的
に
発
生
し
て
い
る
豚
熱

な
ど
の
家
畜
伝
染
病
に
関
し
て
、
畜
産

農
家
の
防
疫
対
策
の
徹
底
を
推
進
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
侵
入
・

感
染
拡
大
防
止
の
取
組
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
保
全
の
取
組
に
関
し

て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
の
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
有
機
肥
料
の
利
用
促

進
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
産
体

制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
に
お
い
て
は
、
林
業
従
事
者
の

雇
用
拡
大
等
の
取
組
へ
の
支
援
を
行
い

担
い
手
と
な
る
人
材
の
確
保
、
育
成
を

図
り
つ
つ
、
森
林
施
業
の
集
約
化
を
進

め
、
市
内
で
の
苗
木
供
給
体
制
の
整
備

を
行
い
な
が
ら
、
計
画
的
な
間
伐
や
再

造
林
等
に
よ
り
多
様
で
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
所
有

者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ
森
林
経
営

管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
を
実
施
す

（※５）お助け隊 … 

高齢世帯などのお困りごと（庭の除草、電球取替など）を、

地域住民が代行するために結成された組織のこと

（※６）成年後見制度 … 

認知症等で判断能力が十分でない人について、権利を守る援助者

（家庭裁判所により選任された成年後見人等）を選ぶことで、法

律的に支援する制度のこと

基本目標

５
活
力
あ
る
産
業
と
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち



ISA City Public Relations  2023.04.01　　6

　

公
共
イ
ン
フ
ラ
（
※
12
）

に
お
い
て
は
、

頻
発
す
る
大
規
模
災
害
か
ら
の
教
訓
を

受
け
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
」

へ
の
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

道
路
や
橋
梁
、
河
川
環
境
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
、
関
係
団
体
と
一
体
と
な

り
計
画
的
に
必
要
な
補
修
・
整
備
を
進

め
、
気
候
変
動
に
よ
る
気
象
災
害
や
環

境
の
変
化
に
伴
う
影
響
を
最
小
限
に
止

め
る
よ
う
、
適
切
な
安
全
管
理
と
被
害

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
公
共
イ
ン
フ

ラ
の
安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
の
保
全
に
お
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、

Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）、Recycle

（
リ

サ
イ
ク
ル
）
（※
13
）

の
３
つ
の
Ｒ
に
取
り

組
む
３
Ｒ
運
動
、
空
家
対
策
、
不
法
投

棄
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
取
組
を
さ
ら

に
推
進
し
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ

る
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
健
全
な
事
業
経
営

の
維
持
を
図
る
た
め
に
経
営
戦
略
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
布
設
後
40
年

以
上
経
過
し
た
老
朽
管
を
順
次
更
新
し

耐
震
化
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
良
質

な
水
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

土
地
利
用
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
※
14
）

の
見
直
し
の

た
め
の
基
礎
調
査
に
着
手
し
、
秩
序
あ

る
都
市
機
能
の
発
展
や
適
正
な
土
地
利

（※ 14） マスタープラン …

基本的な方針・計画のこと

（※ 12） インフラ …

産業や社会生活の基盤となる施設。道路、橋りょう、

ダム、学校、病院、公園など

（※ 13） Reduce   … ごみの発生抑制

　　　　 Reuse 　 … 再利用

　　   Recycle … 再資源化

　

伊
佐
を
知
っ
て
も
ら
い
、
伊
佐
を
好

き
に
な
っ
て
、
伊
佐
を
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
社
会
基
盤
、
生
活
環
境
】

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
、

過
疎
化
が
進
む
中
、
重
要
な
地
域
基
盤

で
あ
り
、
市
内
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、

令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
地
域
公
共
交

通
計
画
を
基
に
、
公
共
交
通
利
便
増
進

計
画
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
体
系
の
再
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、

公
共
交
通
網
の
適
正
な
維
持
の
た
め
、

乗
務
員
の
育
成
、
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

情
報
通
信
体
系
の
基
盤
は
、
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
（
※
11
）

を
市
内
５
基

地
局
で
整
備
済
で
あ
り
、
今
後
は
市
の

周
辺
部
に
お
い
て
も
そ
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
よ
う
、
事
業
者
と
連
携
し
て
ま

い
り
ま
す
。

大切な一歩
　

人
材
確
保
に
お
い
て
は
、
高
校
生
企

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
※
９
）

及
び
合
同
企
業

説
明
会
の
開
催
等
に
よ
り
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

観
光
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
停
滞
し
て
い
ま
し
た
が
、
規

制
緩
和
等
に
よ
っ
て
回
復
の
兆
し
を
見

せ
始
め
て
お
り
、
国
内
に
限
ら
ず
海
外

か
ら
の
誘
客
に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体

と
連
携
し
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム

の
機
を
逃
さ
ず
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
誘
客
に
努
め
る
と

と
も
に
、
伊
佐
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

効
果
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用

や
、
各
地
の
ふ
る
さ
と
会
の
支
援
を
行

い
、
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
等
に
よ
り
、
自

ら
の
生
き
方
や
暮
ら
し
方
を
都
市
部
か

ら
地
方
へ
求
め
る
人
々
へ
の
対
応
と
し

て
、
伊
佐
の
豊
か
な
自
然
や
住
環
境
で

子
育
て
や
教
育
が
で
き
る
と
い
う
特
徴

な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
幅
広
い
世
代

に
対
応
し
た
移
住
・
定
住
の
推
進
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
移
住
・
定
住
Ｐ
Ｒ
の
取

組
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
空
き

家
・
空
き
店
舗
バ
ン
ク
（
※
10
）

の
内
容

の
充
実
を
図
り
、
移
住
体
験
住
宅
を
活

用
し
な
が
ら
移
住
希
望
者
へ
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

基本目標

６
安
全
、
安
心
な
住
み
よ
い

ま
ち
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用
の
た
め
の
方
針
を
定
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
等
の
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
は
、

引
き
続
き
地
域
や
消
防
団
と
一
体
と
な

り
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
な

が
ら
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
先
の

拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、
懸
案
で
あ
っ

た
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
行
政

無
線
の
整
備
に
向
け
た
準
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
、
消
費
生
活
に
関

す
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
啓
発
や
相

談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
し

て
、
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
運
転
に
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
等
の
運
転
免
許
の
自
主
返
納

を
促
す
取
組
を
継
続
し
な
が
ら
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
の
交
通
安
全
施
設
や
区
画

線
の
整
備
、
通
学
路
の
安
全
対
策
の
強

化
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３
　
行
財
政
改
革
の
概
要

　

年
々
、
多
様
化
、
細
分
化
し
て
き
て

い
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
機
動
的
に

対
応
す
る
こ
と
が
行
政
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
、
経
済
な
ど

が
右
肩
上
が
り
に
成
長
を
続
け
て
い
た

時
代
と
は
異
な
り
、
よ
り
効
率
的
で
、

よ
り
効
果
的
な
対
応
を
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
行
政
運
営
が
立
ち
行
か
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

官
民
連
携
を
進
め
な
が
ら
公
共
施
設

の
効
率
的
な
管
理
運
営
に
努
め
、
社
会

情
勢
や
行
政
課
題
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
機

構
の
見
直
し
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、

併
せ
て
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
の
全
庁
横

断
的
な
組
織
体
制
の
も
と
、
本
市
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
を
定
め
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効

率
化
を
進
め
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

４ 

最
後
に　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
起
因
す
る
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活

は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ

カ
ー
鹿
児
島
株
式
会
社
の
撤
退
が
表
明

さ
れ
、
地
域
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

大
き
な
不
安
と
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
伊
藤
ハ
ム
米
久

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
子
会
社
で
あ
る

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
株
式
会
社
の
本
市

へ
の
進
出
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
特
別
支
援
学
校
の
誘

致
に
お
い
て
も
、
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
が
設
け
た
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
伊
佐
・
湧
水
地
区
へ
の
設
置
が
必

要
、
と
す
る
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
る
な

ど
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
明
る
い
話
題

を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

困
難
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、

熱
意
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

伊
佐
市
が
誕
生
し
て
15
年
目
を
迎
え
、

市
長
と
し
て
３
回
目
の
当
初
予
算
編
成

に
お
い
て
は
、
国
・
県
の
施
策
や
市
に

お
い
て
の
夢
や
課
題
を
含
め
て
各
課
の

事
業
内
容
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
意

見
を
ぶ
つ
け
合
い
議
論
を
重
ね
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

急
激
に
変
化
す
る
国
内
外
の
情
勢
に

お
い
て
変
革
を
求
め
ら
れ
る
時
代
に

あ
っ
て
も
、
行
政
の
継
続
性
は
維
持
し

な
が
ら
、
同
時
に
地
域
の
資
源
を
活
か

（※ 11） 光ブロードバンド網 …

光を利用した、高速で大容量なデータ通信

ができるインターネット回線のこと

（※ 10） 空き家・空き店舗バンク …

空き家等の賃貸・売却を希望する人から

申込みを受けた情報を、空き家等の利用

を希望する人に紹介する制度

（※９）企業ガイダンス …

企業の人事担当者が、学生に対し、

会社概要や採用スケジュール等を

説明すること

し
て
い
く
た
め
に
、
挑
戦
し
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
や

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
多

額
の
予
算
を
伴
う
も
の
の
、
実
施
す
る

こ
と
が
不
可
欠
な
事
業
を
着
実
に
推
進

し
つ
つ
、
教
育
、
子
育
て
支
援
、
新
事

業
創
出
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
衛
生
、

移
住
・
定
住
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
新
た
な
取
組
を
進
め
な

が
ら
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
が
生
ん
だ
偉
大
な
成
功
者

で
あ
る
稲
盛
和
夫
先
生
の
著
書
の
中
に

「
動
機
善
な
り
や
、
私
心
な
か
り
し
や
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

『
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
は
、

「
私
心
な
か
り
し
や
」
と
い
う
問
い
か

け
が
必
要
で
す
。
自
己
中
心
的
な
発
想

で
仕
事
を
進
め
て
い
な
い
か
を
自
己
点

検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
機
が

善
で
あ
り
、
私
心
が
な
け
れ
ば
、
結
果

は
問
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
成

功
す
る
の
で
す
。
』
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

夢
あ
る
伊
佐
の
た
め
に
、
過
去
を
省

み
な
が
ら
今
に
最
善
を
尽
く
し
、
失
敗

を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち

続
け
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

改
め
て
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま

す
。
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各種市民相談一覧令和５年度

●開催日は変更になる場合があります。 問い合わせ先　市役所代表　☎２３—１３１１

広報いさお知らせ版「伊佐市カレンダー」で
毎月お知らせしています。ご確認ください。

…

相談名 相談内容 相談日 相談時間 相談場所 相談員 問い合わせ（予約先）

行政相談
 国の仕事に関する
 苦情や相談

 4/4  6/6  8/8  
 10/3 ・ 17  12/5  2/6 9:00 ～

12:00

大口元気
こころ館 行政相談

委員
 市民課人権啓発・
 市民相談係
 内線１１６５

 

 5/9  7/4  9/5  10/17
  11/7  1/9  3/5

まごし館

 無料法律相談
 弁護士による無料
 法律相談 
 （法律関係全般）

 4/27  5/24  6/22
 7/26  8/24  9/27 
 10/26  12/6 ・ 21
  1/17  2/22  3/27

13:30 ～

16:30
（１人30分）

大口元気
こころ館

弁護士

特設人権相談
 人権擁護委員による
 人権に関する相談

  4/4  6/1  8/17
  10/13  12/7  2/7 10:00 ～

15:00

大口元気
こころ館 人権擁護

委員 4/11  6/1  8/1
  12/6  3/5 

まごし館

女性相談・
DV 等相談

 配偶者や交際相手から
 の暴力及びストーカー
 行為等に関する相談

市役所開庁日
 8:30 ～

17:00
市民課 市職員

消費生活相談
 消費生活に関する
 相談

市役所開庁日
9:00 ～

16:00
市民課

消費生活
相談員

 伊佐市消費生活センター
☎２３—１３３６（直通）

移動年金相談
 年金事務所による
 国民年金・厚生年
 金に関する相談

 4/13  5/11  6/8  

7/13  8/10  9/14

  10/12 11/9 12/14  

1/11 2/8 3/14

9:30 ～

15:30
社会保険
労務士

 ・市民課市民係 内線１１５３

 予約受付先 :加治木年金

 事務所お客様相談室

☎ 0995-62-3511

育児相談  育児に関する相談
 4/19  5/17  6/14  7/12  
8/9  9/15 10/11  11/15  
12/13  1/17  2/14  3/19

10:00 ～

12:00
まごし館

（保健センター）

保健師・歯科
衛生士・栄養

士等

 こども課こども健康係
　　　　内線１２１２

介護保険相談
 介護保険に関する
 相談

市役所開庁日
8:30 ～

17:00
長寿介護課 市職員

 長寿介護課介護保険係
　　　　内線１２２６

高齢者の
総合相談

 高齢者サービスに
 関する相談

市役所開庁日
8:30 ～

17:00
長寿介護課 市職員

 ・長寿介護課地域包括支援係

　 （大口庁舎）内線１２２２

 ・高齢者支援係（菱刈庁舎）

　      　内線２１７３

障がい者の 
総合相談

 障がいのある人やそ
 のご家族等の地域生
 活に関する相談

市役所開庁日
8:30 ～

17:00

基幹相談支 
援センター 
（福祉課内）

相談支援 
専門員

 ・基幹相談支援センター　

　　　 ☎２３－１３１７

 ・福祉課障がい者支援係

　　　　内線１２６５

家庭児童相談
 家庭における児童
 についての悩みご
 とに関する相談

市役所開庁日
9:00 ～

17:00
トータルサポー

トセンター
家庭児童
相談員

 こども課こども相談係
☎２９－５５１１

教育相談
 学業生活、不登校、
 いじめ問題などに
 関する相談

市役所開庁日
 9:00 ～

15:00
学校教育課 教育相談員

 教育委員会学校教育課
☎２６－１５３２  

環境に関する
相談

 環境に関する相談
  水質、悪臭、 騒音、

  振動、犬猫など

市役所開庁日
8:30 ～

17:00
環境政策課 市職員

 環境政策課
☎２２－１０６０

 心配ごと相談
 日常生活上の不安
 や悩みごとなどに
 関する相談

 奇数月の
 第１水曜日

※５・1月は第２水曜日 10:00 ～

15:00

大口元気こころ
館・大口地区コ
ミュニティ巡回 心配ごと

相談員

 社会福祉協議会
 菱刈本所

 ☎２６－４１２０ 偶数月の 
 第１水曜日

まごし館・菱
刈地区コミュ
ニティ巡回

農地の賃借・
管理相談

 農地の賃借・管理
 全般に関する相談

市役所開庁日
    8:30 ～

17:00
農業委員会 市職員

 農業委員会（菱刈庁舎）

　　　　　内線２１０１

要予約

要予約

26 ページを
ご覧ください
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令
和
５
年
度
　
市
税
・
保
険
料
の
種
類
と
納
期
カ
レ
ン
ダ
ー

○
口
座
振
替
は
納
期
限
の
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
預
金
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
内
の
各
種
金
融

機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
の
お
申
し
込
み
は
「
納
税
義
務
者
」
ご
と
に
必
要
で
す
。
土
地
や
家
屋
を
相
続
し
た
り
、
共
有
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
引
落
に
さ
れ
て
い
る
人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
移
行
さ
れ
る
際
は
、
新
た
に
口
座

振
替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　（
※
）
市
県
民
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
全
納
（
口
座
振
替
）
の
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る
人
は
年
税
額
を
引
き
落
と
し
ま
す
。

　
　
　
 １

期
の
全
納
（
口
座
振
替
）
で
引
落
し
さ
れ
な
い
時
は
、
２
期
以
降
は
各
期
別
で
の
引
落
し
と
な
り
ま
す
。

●
最

寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。

　
○

納
付
書
に
記
載
し
て
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
み
の
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

●
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
上
の
表
内
に
金
額
を
記
入
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
市

税
・
保
険

料
の
お
支
払
い
に
は
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
安
心
・
確
実
な
“
口
座

振
替
”
が
と
て
も
便
利
で
す
！

月（
納
期
限
）

税
・
保
険
料

４
月

（５
月

１
日

）

５
月

（５
月

3
1

日
）

６
月

（６
月

3
0

日
）

７
月

（７
月

３
１

日
）

８
月

（８
月

3
1

日
）

９
月

（1
0

月
２

日
）

1
0

月

（1
0

月
3

１
日

）

1
1

月

（1
1

月
3

0
日

）

1
2

月

（1
2

月
2

5
日

）

１
月

（１
月

3
1

日
）

２
月

（２
月

2
9

日
）

３
月

（４
月

1
日

）

市
県
民
税

１
期
（
※
） 円

２
期

円

３
期

円

４
期

円

固
定
資
産
税

１
期
（
※
） 円

２
期

円

３
期

円

４
期

円

軽
自
動
車
税

全
期

円

国
民
健
康

保
険
税

１
期

円

２
期

円

３
期

円

４
期

円

５
期

円

６
期

円

７
期

円

８
期

円

９
期

円

1
0

期

円

介
護
保
険
料

（
１
号
被
保
険
者
）

１
期

円

２
期

円

３
期

円

４
期

円

５
期

円

６
期

円

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

１
期

円

２
期

円

３
期

円

４
期

円

５
期

円

６
期

円

月
合
計

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
収
納
管
理
係
　
☎
２
３
—１

３
１
１
　
　
 １

１
９
１

内
線

　
○
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　
　
ア
プ
リ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
で
、
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
○
利
用
で
き
る
ア
プ
リ
決
済
は
、
納
付
書
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

￥
●
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
で
も
、
お
支
払
い
で
き
ま
す
。
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犬の登録登録  ＆  狂犬病予防注射注射 
◎犬は、 生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が 法律で義務づけられています。

月日 場所 時間 （午前）  場所 時間 （午後）

４
月
14
日 

　
　

 下目丸公民館   9 ： 10 ～   9 ： 20  山ノ口　川崎商店前 13 ： 15 ～13 ：20

 北さつま農協旧東支所   9 ： 30 ～  9 ： 45  北さつま農協旧木ノ氏出張所 13 ： 30 ～13 ： 45

 新青木　木ノ下商店前   9 ： 55 ～ 10 ： 10  奈良野公民館 14 ： 00 ～14 ： 15

 上青木中公民館前 10 ： 20 ～ 10 ： 25  牛尾消防詰所前 14 ：20 ～14 ：25

 松ノ口三叉路 10 ： 30 ～ 10 ： 35  第４分団詰所（旧焼酎資料館）前 14 ： 35 ～14 ： 45

 篠原公民館 10 ： 45 ～ 11 ： 00

４
月
17
日
　
　
　

 大口中央中学校正門入口   9 ： 10 ～  9 ： 25  中央公民館跡 13 ： 10 ～13 ：25

 水ノ手公民館   9 ： 35 ～  9 ： 50  浜里公民館 13 ： 35 ～13 ： 45

 原田公民館 10 ： 00 ～ 10 ： 15  木崎　大岩さん宅前 13 ：55 ～14 ： 05

 小水流　迫田設備（旧あたご店）前 10 ： 25 ～ 10 ： 55  木崎公民館入口 14 ： 15 ～14 ：25

 北薩森林管理署前市役所車庫 11 ： 05 ～ 11 ： 20  高柳公民館 14 ： 35 ～14 ： 45

 仲町公民館跡前 11 ： 30 ～ 11 ： 40  大田公民館 14 ：55 ～15 ： 05

 

４
月
19
日          

 春村公民館三叉路   9 ： 20 ～   9 ： 35  中村林産前 13 ： 15 ～13 ：25

 小木原東　諏訪神社   9 ： 45 ～ 10 ： 00  旧山野西小学校前 13 ： 35 ～13 ： 45

 停車場公民館 （駅跡公園） 10 ： 10 ～ 10 ： 20  山野ポンプ場前 14 ： 00 ～14 ： 05

 旧山野中学校体育館横 10 ： 30 ～ 10 ： 50  山野基幹集落センター 14 ： 15 ～14 ： 30

 尾之上公民館 11 ： 00 ～ 11 ： 10

 

４
月
21
日  

 石井　旧小泉商店前   9 ： 20 ～  9 ： 40  平原　下村橋横 13 ： 10 ～13 ：20

 中村橋三叉路   9 ： 50 ～ 10 ： 00  渕辺　谷川政昭さん宅横 13 ：25 ～13 ： 30

 石井公民館 10 ： 10 ～ 10 ： 20  北さつま農協旧平出水支所　裏広場 13 ： 35 ～13 ： 45

 木地山橋横 10 ： 25 ～ 10 ： 40  平出水上公民館 14 ： 00 ～14 ： 10

 旧布計駅前 10 ： 55 ～ 11 ： 00  日東公民館 14 ： 30 ～14 ： 40

       

４
月
24
日 

 園田　梅木田商店前   9 ： 10 ～  9 ： 20  白木地区集会施設 13 ： 10 ～13 ：20

 鳥巣上公民館   9 ： 30 ～  9 ： 40  羽山公民館 13 ：50 ～14 ： 00

 冨士福祉館   9 ： 50 ～  9 ： 55  羽月北　山ノ神公民館 14 ：15 ～14 ：25

 大島北公民館 10 ： 05 ～ 10 ： 15

 大島南公民館 10 ： 25 ～ 10 ： 35  

 羽月地区公民館 10 ： 45 ～ 10 ： 55

 萩谷神社前 11 ： 05 ～ 11 ： 15

 須原　馬頭観音前 11 ： 20 ～ 11 ： 25

水

金

金

月

月

対象犬

手数料

生後９１日以上の犬

※室内犬も対象

注射料  ３，４００円 

（注射料２，８５０円・注射済票５５０円）

登録料  ３，０００円（新規登録のみ）

忘れずに連れてって！
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月日 場所 時間 （午前） 場所 時間 （午後）

     

４
月
26
日

 金波田　岩城さん宅前   9 ： 10 ～     9 ： 20  宮人公民館 13 ： 10 ～ 13 ： 20

 金波田公民館   9 ： 30 ～     9 ： 40  馬渡公民館 13 ： 30 ～ 13 ： 40

 堂崎広報研修館   9 ： 50 ～     9 ： 55  羽月　田代公民館 13 ： 50 ～ 13 ： 55

 羽月鉄道記念公園前 10 ： 00 ～ 10 ： 10  辺母木公民館 14 ： 10 ～ 14 ： 20

 湯ノ谷　本石さん宅前 10 ： 15 ～ 10 ： 20  羽月西青少年センター 14 ： 30 ～ 14 ： 40

 下殿公民館前 10 ： 30 ～ 11 ： 35  川岩瀬公民館 14 ： 50 ～ 15 ： 05

 下ノ木場精米所跡地前 11 ： 40 ～ 11 ： 50  

     

４
月
28
日

 城下公民館   9 ： 10 ～  9 ： 20  針牟田公民館 13 ： 15 ～ 13 ： 25

 北さつま農協旧曽木支所   9 ： 30 ～     9 ： 50  西方公民館 13 ： 35 ～ 13 ： 45

 田原公民館 10 ： 00 ～ 10 ： 10  西太良　田代公民館 14 ： 00 ～ 14 ： 10

 針持鉄道記念公園 10 ： 20 ～ 10 ： 30  釘野々　上園さん宅前 14 ： 20 ～ 14 ： 25

 土瀬戸消防詰所跡 10 ： 40 ～ 10 ： 45  高塚公民館 14 ： 35 ～ 14 ： 45

 西太良地区コミュニティセンター 10 ： 55 ～ 11 ： 05  堂山公民館 14 ： 55 ～ 15 ： 00

 深川公民館 11 ： 15 ～ 11 ： 25  

     

５
月
10
日

 徳辺下集落センター   9 ： 15 ～     9 ： 25  下手上多目的集会施設 13 ： 10 ～ 13 ： 15

 楠本集会施設   9 ： 35 ～     9 ： 40  築地　若宮神社前 13 ： 25 ～ 13 ： 35

 新拓集落センター   9 ： 55 ～ 10 ： 00  築地集会施設 13 ： 40 ～ 13 ： 45

 姫宮神社前 10 ： 10 ～ 10 ： 15  共進地区教育集会所 13 ： 55 ～ 14 ： 05

 徳辺上集落センター 10 ： 20 ～ 10 ： 30  共進納骨堂前 14 ： 15 ～ 14 ： 25

 停車場青少年会館 10 ： 40 ～ 10 ： 50  

 下名集会施設 11 ： 00 ～ 11 ： 10

        

５
月
12
日

 荒瀬多目的集会施設   9 ： 15 ～     9 ： 25  薬師神社鳥居前 13 ： 10 ～ 13 ： 20

 北さつま農協旧川南出張所前   9 ： 35 ～     9 ： 45  下市山集会施設 13 ： 30 ～ 13 ： 35

 町舟津田上集会所   9 ： 50 ～     9 ： 55  上市山　岡山さん宅前三叉路 13 ： 40 ～ 13 ： 45

 永池営農研修センター 10 ： 10 ～ 10 ： 20  上市山集会施設 13 ： 55 ～ 14 ： 15

 楠原集会施設 10 ： 35 ～ 10 ： 45  田中ふるさと館 14 ： 25 ～ 14 ： 35

 岩戸橋横 10 ： 55 ～ 11 ： 05  田中中公民館 14 ： 40 ～ 14 ： 50

 本城宇都集会施設 11 ： 15 ～ 11 ： 25  田中　南方神社 14 ： 55 ～ 15 ： 05

 瓜之峰公民館 11 ： 35 ～ 11 ： 45  田中上集会施設 15 ： 10 ～ 15 ： 20

       

５
月
15
日

 本城校区集会施設   9 ： 15 ～     9 ： 25  湯之尾校区集会施設 13 ： 10 ～ 13 ： 25

 青木元地区教育集会所   9 ： 35 ～     9 ： 45  山下　鵜泊青少年会館 13 ： 30 ～ 13 ： 40

 比良地区集会施設   9 ： 55 ～ 10 ： 00  湯之元　市営公衆浴場横 13 ： 50 ～ 14 ： 00

 荒田地区集会施設 10 ： 10 ～ 10 ： 20  猶原集会施設 14 ： 10 ～ 14 ： 15

 大峰　ごみ収集所横 10 ： 30 ～ 10 ： 35  平沢津公民館 14 ： 25 ～ 14 ： 30

 下荒田公民館 10 ： 45 ～ 10 ： 55  山田地区集会施設 14 ： 40 ～ 14 ： 50

 花北営農研修センター 11 ： 05 ～ 11 ： 20  山田　ひまわり館 14 ： 55 ～ 15 ： 05

  市役所菱刈庁舎東側車庫前 15 ： 15 ～ 15 ： 30

   ・   ・注射には、飼い犬をしっかり捕まえられる人が来てください。

   ・   ・飼い犬の体調が悪い場合は、係員にお声かけください。

   ・   ・できるだけ、おつりのないようにお願いします。

   ・   ・飼い犬の死亡、行方不明等の場合は、環境政策課に連絡してください。

問い合わせ先   環境政策課管理係　☎２２—１０６０

水

水

金

金

月

お願い
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く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　

て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
実
愛
さ
ん
。

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

歌
手
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、「
大

学
４
年
の
時
に
、
友
達
が
勝
手
に
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
た
か
ら
」
な

ん
だ
そ
う
で
す
。「
職
業
と
し
て
は
現

実
味
が
無
か
っ
た
の
で
、
歌
手
に
な
ろ

う
と
も
思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
」
と
笑

う
実
愛
さ
ん
。
そ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
見
事
合
格
す
る
も
、
将
来
を
熟
考
し
、

一
度
は
ス
カ
ウ
ト
を
断
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
社
会
人
と
し
て
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
あ
る
日
、
知
人
の
訃

報
に
触
れ
た
こ
と
で
気
持
ち
に
変
化
が

生
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
一
度
き
り
の
人
生
。
挑
戦
も
せ
ず

に
後
悔
し
た
く
な
い
」
と
本
気
で
歌
手

に
な
る
こ
と
を
決
意
。
２
０
０
２
年
8

月
に
青あ
お
ぞ
ら空
風か
ざ
ね音
と
し
て
「
南
州
あ
ば
れ

太
鼓
」
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
と
、「
新

「
た

人
枠
ヒ
ッ
ト
賞
」
を
獲
得
す
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
も
発
売
す
る
な
ど
順

調
に
思
え
た
歌
手
活
動
で
す
が
、
そ
こ

は
厳
し
い
芸
能
界
。
２
０
０
６
年
に
体

調
を
崩
し
て
、
全
身
の
脱
力
感
か
ら
マ

イ
ク
を
持
つ
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
も
う
歌
手
を
や

め
よ
う
…
」と
失
意
の
中
、支
え
に
な
っ

た
の
は
地
域
の
方
々
の
存
在
で
し
た
。

『
元
気
に
な
っ
て
ね
』『
ず
っ
と
待
っ
て

る
よ
』
と
の
温
か
い
励
ま
し
が
実
愛
さ

ん
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

5
月
21
日
に
リ
リ
ー
ス
す
る
「
曽
木

の
滝
〜
桜
の
精
の
物
語
」
に
は
、
そ
ん

な
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
も
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
歌
が
幅
広

い
世
代
の
方
々
に
親
し
ま
れ
、
み
な
さ

ま
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
愛

が
実
り
ま
す
よ
う
に
」　

伊
佐
を
愛
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

実愛さん歌手
み お

イサモリイサモリ

あっぱれ!あっぱれ! Vol.36Vol.36

▲曽木の滝▲曽木の滝
　　～桜の精の物語～　　～桜の精の物語～
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まち 話題のまち 話題の

　令和５年第１回伊佐市議会定例会の施政方

針において、市長が「2050 年までに二酸化

炭素排出量実質ゼロにすることをめざしま

す」と表明しました。

　大口中央中学校でユピテル代表取締役会長

兼 CEO の安楽憲彦さん（大口中学校卒）が

講演し、生徒に向けて「ビジネスとは何か」

を語りました。

　安楽さんは「時代が変われば産業も変わり

ます。現代のビジネスでは数字を読む力が求

められています。勉学やスポーツの分野でも、

若い時からグローバルな視点を養い、さまざ

まな経験をすることが大切です」と話し、将

来を担う若者にエールを送りました。

　市では、市内の高校生を対象に、伊佐市出身

で伊佐ふるさと応援大使の齊木由香さんの著書

『トップの意思決定 －日本のビジネス界を牽引

する 15 人に聞く』を課題図書とした、読書感

想文コンクールを開催しました。

　本コンクールは、課題図書を通じて、高校生

がさまざまな「未来を創るための心得」に触れ

ることで健やかな育成を図り、「夢ある伊佐」

の創出を図ることを目的に実施したものです。

ゼロカーボンシティ宣言グローバルな人材に育って！

経営者に学ぼう

３ ７

　大学に進学する大口高校卒業生６人に、市長

から奨励金が贈呈されました。これは大口高校

の活性化を目的として、一定基準以上の大学に

合格した卒業生に奨励金を交付する事業です。

　県外の公立大学に進学する立元未来さんは

「志望校に合格できてとてもうれしいです。い

ただいた奨励金は教科書購入など大切に活用さ

せていただきます。グローバルに活躍できる人

材になれるよう勉学に励みます」と決意を語り

ました。

大学合格おめでとう！

３ 15
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まち 話題のまち 話題の

　大口城跡で第５回桜植樹祭が開催され、市内外から参加した 30 人が 100 本の

桜木を植樹しました。これは、「大口城を愛する会」のみなさんがボランティアで

大口城跡を整備している一環で、今回までに 732 本の桜木が植樹されました。

　高齢者を対象とした脳トレやレクリエーションを行う「頭の体操教室」の閉講式

が開催されました。山野校区で 10年間受講を続けてこられた渕𦚰繁美さん（99歳）

に、特別賞として市長からメダルが授与されました。

めざせ！千本桜

３ ５

　市内在住の平木場好美さんが、自作の「曽

木の滝物語り」を作詞して、ピアノ発表会で

お披露目しました。

　平木場さんは「子どもの頃から親しんでき

た曽木の滝の逸話を若い人や観光客にも語り

継ぎたいと思いました。何年も推敲してやっ

と満足できる歌詞に仕上がったので、たくさ

んの人に聴いてもらえるようＣＤを作りた

い」と意欲をみせています。

自作の曽木の滝ソング

　山野小学校で鹿児島ユナイテッド FC の田

上裕さんによる人権教室が行われました。

　田上さんはプロサッカー選手として夢を掴

んだ自身の成功・挫折の体験談を語り「周り

の人への感謝を忘れず努力をすれば、必ず夢

は叶います！本気でなりたいという強い気持

ちでチャレンジを続けてください」と話しま

した。

みんなの夢も必ず叶う！

２ 24

元気に楽しい毎日を！

３ 20
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問い合わせ先　社会教育課図書館係　☎２６－１５５４図 書 館 情 報

大口図書館臨時窓口開設

場　　所　㈱オニツカ 1 階店舗内  （伊佐市大口元町 20-6）

営業時間　10：00 ～ 18：00
休 館 日  月曜日　※月曜日が祝日のときは翌日
電　　話　☎ 22－0417（fax 兼用）

開 始 日   ５月中旬

　大口ふれあいセンター改修工事に伴い、大口図書館臨時窓口を設置します。新刊書をメインに、

書籍・絵本・新聞・雑誌と閲覧机等を置く予定です。貸出・返却・予約や菱刈図書館蔵書の取り

次ぎ等は、従来どおり行えますのでご利用ください。

　利用者のみなさまにはご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。

大口郵便局

大口ふれあい
センター

新富
大生堂

図書館駐車場

大口図書館
臨時窓口

（オニツカ１階）

★

〒〒

休 館 日　月曜日　※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間　 火 ～ 土：９時～１８時

　　　　　日・祝日：９時～１７時

　  イベント情報　春の図書館まつり

日 　 時　４月 22 日 （土）　10 時～ 11 時

場 　 所　菱刈図書館

内 　 容　図書館ボランティアによる大型絵本

　　　　や紙芝居の読み聞かせ

・・ 菱刈図書館　　☎ 26 ー３０００

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）　

広報いさ 4 月 1 日号原稿（案） 

  

伊伊佐佐市市立立図図書書館館 WWeebb ササーービビスス開開始始ににつついいてて  

・伊佐市立図書館ホームページを開設しました。書籍の検索・予約、新刊情報・貸出しランキング・お知らせ

等の各種情報が掲載され、便利で使いやすくなりました。 

・図書館内に蔵書検索端末が設置され、館内書籍の検索が行えるようになりました。 

 

 

 

  伊佐市立図書館ホームページ URL https://www.isa-city.library.ne.jp/ 

 

・伊佐市立図書館ホームページにパソコン・スマホ等でアクセスすると、図書館内の蔵書をインターネット上

から検索し、予約（※）することができます。（Web 予約は、貸出中の書籍のみ予約できます。）予約本の準

備ができましたら、市立図書館より電話連絡があります。 

（※）Web 予約については、伊佐市立図書館の利用者登録と、Web 予約登録が必要です。新規利用者の方

は、本人が確認できる身分証明書(運転免許証、保険証、学生証、住基カードなど)をお持ちください。利用者カ

ードをお持ちの方は、図書館窓口で Web 予約の登録をお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊佐市立図書館

Web サービス開始

伊佐市立図書館ホームページURL　https://www.isa-city.library.ne.jp/

● 伊佐市立図書館ホームページを開設しました。書籍の検索・予約、新刊情報・

　貸出しランキング・お知らせ等の各種情報が掲載され、便利で使いやすくなりました。

● 図書館内に蔵書検索端末が設置され、館内書籍の検索が行えるようになりました。

● 伊佐市立図書館ホームページにパソコン・スマホ等でアクセスすると、図書館内の蔵書をイン

　ターネット上から検索し、予約（※）することができます（Web 予約は、貸出中の書籍のみ予約

　できます）。予約本の準備ができましたら、市立図書館より電話連絡があります。

（※）Web 予約については、伊佐市立図書館の利用者登録 と、Web 予約登録が必要です。新規利

　用者は、本人が確認できる身分証明書 ( 運転免許証、保険証、学生証、住基カードなど ) をお持

　ちください。利用者カードをお持ちの人は、図書館窓口で Web予約の登録をお申し出ください。
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学校やコミュニティ活動にどんどん参加したいです！
5月のマルシェもお待ちしております！

最近ワークショップ等で小学生と関わることが多いですが、
みなさんの興味関心やエネルギーに圧倒されています

「県際特急バス」 のチラシデザインを担当しました！
鹿児島空港や新水俣駅へ、バスに乗っておでかけしてみませんか？

　

一
昨
年
の
５
月
に
着
任
し
て
か

ら
、
も
う
す
ぐ
丸
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
活
動
に

つ
い
て
思
い
返
し
つ
つ
、
今
回
は

昨
年
担
当
し
た
ふ
れ
あ
い
講
座
の

サ
ン
ダ
ル
づ
く
り
中

に
考
え
た
、
足
と
靴

の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て

書
い
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
ス
ニ
ー
カ
ー
と
革

靴
の
サ
イ
ズ
表
記
が
違
う
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
実
は
こ
の

２
つ
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
の
違
い
も
あ
る
た

め
、
あ
く
ま
で
基
本
的
な
情
報
で

す
が
、
簡
単
に
言
う
と
ス
ニ
ー

カ
ー
に
は
「
靴
自
体
の
大
き
さ
」

が
書
い
て
あ
り
、
革
靴
に
は
「
履

く
人
の
足
の
大
き
さ
」
が
書
い
て

あ
る
の
で
す
。
一
度
自
分
の
か
か

と
か
ら
つ
ま
先
ま
で
の
長
さ
を

測
っ
て
み
れ
ば
、
お
お
よ
そ
履
い

て
い
る
革
靴
の
表
記
と
同
じ
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。
対
し
て
ス

ニ
ー
カ
ー
は
、
確
実
に
そ
れ
よ
り

大
き
い
サ
イ
ズ
を
履
い
て
い
る
は

ず
で
す
。

　

講
座
中
に
足
の
サ
イ
ズ
を
測
る

と
、
左
右
の
足
の
長
さ
や
大
き
さ

が
違
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

人
に
よ
っ
て
は
左
右
の
長
さ
が
1

㎝
く
ら
い
違
う
人
も
い
ま
す
。
サ

イ
ズ
の
基
準
も
バ
ラ
バ
ラ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
足
の
大
き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ

な
の
に
、
通
販
や
箱
の
表
記
は
一

定
で
す
。
足
と
体
の
健
康
の
た
め

に
も
、
靴
の
サ
イ
ズ
選
び
は
慎
重

に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
田
畑　

敦
大
）

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

伊佐の土、 灰、 石を使ったやきものを研究中です！

十曽のマルシェイベントの準備を進めています！

５月３日 「おそとdeいさあつめ」 にて幼児から楽しめる野外劇を行います！西　上

坂　元

田　中

佐　野

石　田

半ページマルシェ

清　永
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地域おこし協力隊・坂元紫乃の絵日記

2023
vol.2

12



③
構
成
員
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
（
65

　

歳
以
上
）
で
、
か
つ
高
齢
者
が
３
人

　

以
上
い
る
こ
と
。

④
代
表
者
を
定
め
、
定
期
的
に
活
動
す

　

る
こ
と
。

対
象
活
動

〇
高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
（
在
宅
高

　

齢
者
へ
の
声
掛
け
見
守
り
等
）

〇
地
域
活
性
化
の
活
動
（
公
園
・
道
路

　

等
の
美
化
活
動
、
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
、

　

登
下
校
見
守
り
）
等

注
意
事
項

〇
高
齢
者
が
３
人
以
上
参
加
し
た
１
時

　

間
以
上
の
活
動
で
あ
る
こ
と
。

〇
半
年
ご
と
に
実
績
報
告
書
類
（
活
動

　

実
績
表
・
写
真
）
を
提
出
す
る
こ
と
。

※
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ISA City Public Relations  2023.04.01　　18

問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

若
年
層
の
性
暴
力
被
害
の
予
防

　

近
年
、
女
性
の
意
に
反
し
て
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
（
以
下
「
Ａ
Ｖ
」
と
い
う
）

へ
の
出
演
を
強
要
す
る
問
題
や
い
わ
ゆ

る
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
る
営
業

に
よ
っ
て
、
生
徒
が
性
的
被
害
に
遭
う

問
題
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
若
年
層

の
女
性
に
対
す
る
性
的
な
暴
力
に
係
る

問
題
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
入
学
・
進
学
時
期
で
あ

る
４
月
を
若
年
層
の
性
暴
力
予
防
の
た

め
の
月
間
と
し
て
取
締
り
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題

※
全
国
の
警
察
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
で
す
。

〇
悪
質
な
Ａ
Ｖ
ス
カ
ウ
ト
が
「
モ
デ
ル

　

に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど
と
偽
っ

　

て
、
近
づ
い
て
き
た
。

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
モ
デ
ル
の
募

　

集
に
応
募
し
た
ら
、
実
は
Ａ
Ｖ
の
撮

　

影
だ
っ
た
。

〇
タ
レ
ン
ト
契
約
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

　

Ａ
Ｖ
撮
影
だ
っ
た
。
断
る
と
、
違
約

　

金
や
賠
償
金
を
請
求
さ
れ
た
。

危
険
が
潜
む
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」

　

「
Ｊ
Ｋ
」と
は
女
子
高
生
の
略
で
、「
Ｊ

Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
は
女
子
高
生
等
に
よ

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ま
せ
る
な
ど
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売

り
物
と
す
る
も
の
で
す
。

　

警
察
で
は
、
経
営
者
が
女
子
高
生
を

雇
い
入
れ
て
、
客
の
求
め
に
応
じ
て
行

わ
せ
る
次
の
悪
質
な
サ
ー
ビ
ス
営
業
等

を
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
リ
フ
レ
…
身
体
に
接
触
さ
せ
る
な
ど

　

の
サ
ー
ビ
ス

〇
撮
影
…
胸
部
等
を
こ
と
さ
ら
強
調
さ

　

せ
る
姿
勢
を
撮
影
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス

〇
ガ
ー
ル
ズ
バ
ー
…
水
着
、
下
着
、
制

　

服
ま
た
は
体
操
服
を
着
用
さ
せ
、
接

　

客
す
る
サ
ー
ビ
ス

Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
は
手
軽
な
ア
ル
バ
イ
ト

で
は
な
く
、
危
険
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
す
。

絶
対
に
働
い
て
は
ダ
メ
！

◎
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
に

　
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

      

・・
警
察
や
交
番

      

・・
警
察
相
談
窓
口　

＃
９
１
１
０

      

・・
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ヤ
ン
グ
テ

　

レ
ホ
ン

☎
０
９
９
―
２
５
２
―
７
８
６
７

元
気
ゲ
ッ
ト
で
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト
！

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

●
個
人
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
！

　

（
伊
佐
市
高
齢
者

　
　

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
）

対
象
者
　
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動

　

市
が
実
施
す
る
健
康
増
進
・
介
護
予

防
・
地
域
貢
献
学
習
に
関
す
る
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

ま
す
（
蓄
積
ポ
イ
ン
ト
上
限
は
35
ポ
イ
ン
ト
）
。

ポ
イ
ン
ト
交
換

　

５
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
５
０
０
円
分
の

商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
商

品
券
と
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
の
手
帳
は
黄
色
で
す
。
更
新

　

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
窓
口
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

●
グ
ル
ー
プ
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
！

　（
伊
佐
市
高
齢
者
地
域
支
え
合
い

グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
）

グ
ル
ー
プ
構
成
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
構
成
さ

　

れ
た
任
意
の
団
体
。

②
互
助
活
動
に
対
し
て
国
・
県
・
市
の

　

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

問い合わせ先　長寿介護課包括支援係　☎２３－１３１１　　　１２２３

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

４
月
の
対
象
活
動

○
特
定
健
診
・
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト

　

忠
元
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者

　

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

内線

※
毎
月
の
対
象
活
動
を
「
人
生
の
年
輪
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ＰＰＰＰ



国民健康保険に加入していない

人も受診できます
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問い合わせ先　保健課健康推進係　☎２３－１３１１　　 １２４１

健康
コーナーコーナー

内線

　　伊佐市では、対象者の約２人に１人が

特定健診を受診しています。無料で、質の

高い検査を受診できる機会です。

　ぜひ、１年に１度は健診を受診して、生

活習慣病を予防しましょう。

◎特定健診、 腹部超音波検査、 胃がん検診を

　受診する際は、 食べ物、 お茶、 ガム、 たば

　こ等は、 一切摂らずにお越しください。

県内の新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、健診日程を変更する場合があります。

検診名 対象者 内　　容 料　金

  胃がん   ４０歳以上の人   胃部Ｘ線間接撮影（バリウム）    １，２００円

  腹部超音波   ４０歳以上の人   超音波による腹部検査    １，２００円

  骨粗しょう症   ４０歳以上の人   超音波による骨密度検査     ３００円

  前立腺がん   ４０歳以上の男性
  前立腺特異抗原（PSA）検査

 （血液検査）
    ５００円

  肝炎ウイルス

  ４０歳以上で過去に検査

  を受けたことがない人

  Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルス検査

  （血液検査）

   Ｂ型　１００円

  Ｃ型　５００円

※令和５年度に 40 ・ 45 ・ 50・55・60・65・70歳になる人で、一度も肝炎ウイルス

　検査を受けたことがない人（個別勧奨対象者）は、肝炎ウイルス検診は無料です。

※当日の受診者数や健診状況によっては、混雑す

　ることも考えられます。感染症に不安のある人

　は、マスクの着用を推奨します。

　交通手段のない人には、タクシー

利用券を発行します。受診予定日の

５日前までに問い合わせ先に申し込

みください。

タクシー利用券を
発行します

５００円券×２枚＝１，０００円分

対象年齢：令和６年４月１日現在の年齢（年度末年齢）

特定・長寿健診と同時に受診できる検診

実施日程　

※受診券は６月中旬に郵送予定

　　　　　６月 28 日（水）～７月３日（月）

対 象 者　40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者

実施日程　▽大口元気こころ館

受付時間　７時～９時 30 分

※受診券は４月３日に郵送予定。受診券に記載し

　てある受付日時は、感染症対策のため、自治会

　ごとに割り振っています。必ず、ご確認ください。

　　　　　▽まごし館

　　　　　　４月 23 日（日）～ 27 日（木）

　　　　　　４月 14 日（金）～ 21 日（金）

受診料は無料
特定健診

長寿健診

健診日程

特定健診 ・ 長寿健診を

受けましょう！

あなたの健康状態を確認する大切な
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大会期間：2023年10月7日（土）～17日（火）

　３月５日（日）に一般社団法人日本障害者カヌー協会主催による“パラマウントチャレンジカヌー

in 伊佐”が開催されました。パドル講習会後、実際にカヌーやサップにチャレンジすると、思っ

た通りに進まないパドルさばきに苦労しながらも、子どもから大人まで全身で体験会を楽しんでい

多くのみなさまの
　　　参加をお待ちしています

一
緒
に
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う

募 集
ボランティア

炬火リレー

出 店 店 舗

会場受付・案内・会場整理・環境美化等 （100人程度）

ランナー・サポートランナー （150人程度）

飲食物・郷土物産品・国体関連用品等

伊佐市開催競技：カヌースプリント競技
開催期間：令和 5 年 10 月 13 日（金）～ 16 日（月）
開催場所：伊佐市菱刈カヌー競技場（川内川）

　　

あと
（令和５年４月１日現在）

日

伊佐市開催競技　  応援伊佐市開催競技　  応援 伊佐市開催競技伊佐市開催競技  を 応援 応援 しよう！

ただきました。また鹿児島県ＰＲキャラクターであ

る“ぐりぶー”も駆けつけ、会場では湯之尾温泉街

のみなさまによるカレーがふるまわれました。

　パラリンピック選手のカヌーにかける思いを語る

トークショーなども行われ、一日をとおしてカヌー

をより深く知っていただけるイベントとなりました。

問い合わせ先　燃ゆる感動かごしま国体伊佐市実行委員会事務局

☎２６－１５７８（文化スポーツ課内）

※詳しくは、 市ホームページか問い合わせ先までご連絡ください。

※ボランティア ・炬火ランナーは定員に達し次第、 募集を締め切ります。

募集期間 　４月 17 日（月）～５月 31 日（水）



21　　広報いさ  2023.04.01

　令和５年４月１日からの１年間は大口リサイクルプラザ閉鎖に

伴う移行期間となるため、大口地区の不燃ゴミ・粗大ゴミは大口

リサイクルプラザと未来館の  どちらでも受入れ可能  となります。

　これまでどおり、ごみの減量・分別にご協力ください。

　ごみ対策は誰もが取り組まなければならない問題。新生活

をはじめた人は、まずは分別など地域のルールを守りましょ

う。そして、何より大切なことは「もったいない」という気

持ちを忘れず、ごみをなるべく出さないことです。

・・    食べきれない量を買わない、つくらない。

・・    過剰包装は断る習慣をつける。

・・    使い捨ての商品は買わない。

・・     地域のルールに従い、きちんと資源ごみを分別する。

・・      雑
ざつがみ

紙もリサイクルする（雑紙：パンフレット、コピー

　用紙、包装紙、紙袋、紙箱など）。

・・     必要な人や欲しい人にゆずる。

・・    リサイクル商品を買う。

・・    何度でも修理して、とことん

　使う習慣をつける。

・・    リメークして別の使い道を考える。

・・    リサイクルショップなどを活用する。

ポイントは 3つのＲ
ごみ減らしのポイントで重視される３つのＲとは、

「Reduce （リデュース） ＝減らす」 「Reuse （リユー

ス） ＝再使用」 「Recycle （リサイクル） ＝再生利用」

という３つの言葉の頭文字。小さな家庭レベルの

実践も、積み重なれば、大きなごみの減量と資源

の有効活用につながります。

大口地区の

不燃ゴミ・粗大ゴミの搬入場所

３つのＲで

ごみ対策もしっかり

Ｒ

わが家の
エコエコ対策

ECOECO

地球にも家計にもやさしい取組み！

大口地区の

不燃ゴミ ・ 粗大ゴミ

搬入場所

　 令和 5 年 4 月 1 日～

　 令和 6 年 3 月 31 日

令和 6 年

3 月 31 日

令和 6 年

4 月 1 日以降

　 ・ 大口リサイクルプラザ
　 ・ 未来館

大口リサイクル

プラザ  閉館
　　　未来館

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

R

新 連載コーナー

educe
リデュース

＝減らす

R
ecycle
リサイクル

＝再生利用
R

euse
リュース

＝再使用

４月
から変更の
お知らせ



お
知
ら
せ

［
ワ
イ
ド
版

］

伊
佐
市
役
所
代
表
電
話　

☎
２
３
―

１
３
１
１
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　令和４年度は、多くの市民のみなさまにマイナンバーカードを申請して

いただきました。マイナンバーカードの申請は引き続き受け付けています。

マイナンバーカードについて

問い合わせ先 ※ 24 時間 365 日受付けています。

マイナンバーカードの受取や
マイナポイントの申込みにご利用ください

Information

問い合わせ先　市民課市民係（大口庁舎）　 　　１１５７

地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）　　　２１２１

内線

内線

日曜窓口 窓口延長（毎週火曜日）

４月 4日、 11 日、 18 日、 25 日

５月 2日、 9 日、 16 日、 23 日、 30 日

開設時間　17時 15分～ 19時

４月 23日 ・ ５月 28日

開設時間　　9時～ 12時

　13時～ 16時

※電話での予約をお願いします

Information

問い合わせ先

企画政策課行政改革係

　　 １１２７内線

オンライン申請が
始まりました

　これまで窓口や郵送などで行っていた申請や届出などの手続について、令和５年４月から、

マイナポータル（政府が運営するオンラインサービス）等を利用したオンライン申請ができる

ようになりました。

☎０120－950－178

オンライン申請を利用すると、

ご自宅などのパソコンやスマー

トフォンからインターネットを

通じて時間や場所を問わず手続

をすることができるようになる

ため、原則市役所に行く必要が

なく、ご自身の都合のよい時間

帯に手続をすることができます

（面談が必要な場合など、一部

オンラインでは完結しない手続

があります）。

利用可能な申請　26件

※子育て、介護など。今後さら

に拡充していく予定です。

行政手続オンライン申請のイメージ

自宅や職場、外出先など

オンライン申請

郵送やオンラインで交付

どこからでも可能！

いつでも可能！

市役所

来庁不要 または

待ち時間の短縮

オンライン申請を行うにはマイナ
ンバーカードが必要です。対象とな
る手続や利用方法など、詳しくは市
ホームページをご覧ください。

コチラ
から
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Information

４月１日からの市役所の組織体制

課　名 変更前 変更後

財政課
財産管理活用係 財産管理係

庁舎建設推進係 庁舎建設係

課　名 新設

こども課 保育係

建設課 都市計画係

問い合わせ先　企画政策課政策調整係

　　　 １１２３内線

■令和５年度も、自己負担なしで新型コロナワクチンを接種できます。

● 新しい係が加わります ● 係の名称が変わります

コールセンターの

予約時間が変更になります。
９時～ 17時
（土日 ・祝日除く）

９時～ 16時
（土日 ・祝日除く）

※令和４年秋開始接種は令和５年５月７日で終了しますので、まだ令和４年秋開始接種を受けていない

人のうち令和５年春開始接種の対象者でない人（健常な 12 歳以上 65 歳未満の人）は、令和４年秋

開始接種を希望する場合には、必ず令和５年５月７日までに接種してください。

※生後６か月以上の人を対象とした従来型ワクチンでの初回接種は、令和５年度も接種できます。

※接種予約や具体的な接種の方法については、決まり次第、お知らせします。

Information

令和５年度の

新型コロナワクチン接種

問い合わせ先

保健課新型コロナ対策係

　　　１２４６・１２４７内線

４月
から

※その他の係は、従来どおりです。



対
象
者
②

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
及
び
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
４
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毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、
４
月
２
日
～
８

日
は｢

発
達
障
害
啓
発
週
間｣

で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い

の
人
は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的

に
理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ

と
な
ど
が
苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や

職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直
面

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境

が
原
因
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に
関

係
す
る
も
の
で
、
見
た
目
に
は
障
が
い
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
行
動

や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
の
特
徴
を
知
り
、
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
障
害
福
祉
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
７
４
４

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー･

発
達
障
害

啓
発
週
間

対
象
者
①

65
歳

昭
和
33
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
34
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
28
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳

昭
和
23
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳

昭
和
18
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳

昭
和
13
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳

昭
和
８
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳

昭
和
３
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

100
歳

大
正
12
年
４
月
２
日
か
ら

大
正
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

次
の
と
お
り
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
～

令
和
６
年
３
月
30
日
（
土
）

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
接
種
費
用
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

実
施
場
所

市
内
の
各
医
療
機
関

助

成

額

３
、
３
０
０
円

被
接
種
者
１
人
に
つ
き
１
回
助
成
し
ま

す
。
接
種
料
金
か
ら
市
の
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
を
各
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
（
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）。

対

象

者

対
象
者
①
の
人
へ
は
、
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
。
対
象
者
②
の
人
は
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
、
自
己
負
担
及
び
市
の
助
成
を

受
け
て
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ

（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ

イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）」
を
１
回
以
上
接
種

し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種

広告

お
知
ら
せ

設
置
要
件

①
市
内
在
住
で
、
市
税
の

滞
納
が
な
い
人

②
30
ア
ー
ル
以
上
の
集
団
と
な
っ
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
電
気
柵

設
置
を
補
助
し
ま
す

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

　

耕
作
地
（
家
庭
菜
園
は
含
ま
な
い
）

③
２
戸
以
上
の
耕
作
者
が
共
同
設
置
す
る

箇
所
（
電
気
柵
２
基
ま
で
）

※
耕
作
地
が
孤
立
し
た
場
所
に
あ
る
等
の

理
由
で
共
同
設
置
で
き
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

④
過
去
に
補
助
事
業
で
設
置
し
て
い
な
い

箇
所

⑤
作
物
は
販
売
目
的
で
あ
り
、
飼
料
作
物

は
家
畜
農
家
へ
供
給
し
て
い
る
も
の

補

助

金

電
気
柵
購
入
額
の
４
割
（
上
限
有
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
鳥
獣
対
策
係

２
１
３
１

内
線

内
線
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　伊佐市は今まで鹿児島中央児童相談

所が管轄していましたが、令和５年度

からは新たに北部児童相談所が設置さ

れ、伊佐を含む４市３町（阿久根市、

出水市、薩摩川内市、さつま町、長島町、

湧水町）を管轄することになりました。

設置場所　北薩地域振興局さつま庁舎

　住所：〒８９５－１８１１

　薩摩郡さつま町虎居７０４－２

電話番号　☎０９９６－２１－３１５０

開 所 日　４月１日

※４月１日は閉庁日のため４月３日（月）から

児童相談所
虐待対応ダイヤル

◎ お近くの児童相談所につながります。

１
いち

８
はや

９
く

（通話料無料） ※全国共通24時間

北部児童相談所の設置

対象

児童

支給額

全部支給 一部支給

１人の

場合
44,140 円

10,410 円～

44,130 円

２人目

加算
10,420 円

5,210 円～

10,410 円

３人目

以降加算
6,250 円

3,130 円～

 6,240 円

支
給
期
間
は
、
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ

た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
障

が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
）
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
対

象
児
童
が
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
場
合
や
ひ
と
り
親
家
庭
で

あ
っ
て
も
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
状
態
に

あ
る
場
合
等
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
部

支
給
額
は
所
得
額
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
定
基
準
に
該
当
す
る
障
が
い
を
持
つ

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
対

象
児
童
が
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金
の

給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
や
心
身
障
害
児

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
手
当
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の
父
ま
た

は
母
（
父
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
対
象

と
な
り
ま
す
）、も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

支

給

額　

対
象
児
童
１
人
の
場
合

○
１
級　

５
３
、
７
０
０
円

○
２
級　

３
５
、
７
６
０
円

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

対

象

者

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
及
び
児

　

童
（
父
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場

　

合
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
対

　

象
と
な
り
ま
す
。
）

○
父
母
の
い
な
い
児
童

助
成
期
間

　

対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満

Information

　

子
ど
も
会
保
険
（
子
ど
も
会
安
全
共
済

会
）
は
、
子
ど
も
会
活
動
で
起
き
た
け
が

や
賠
償
責
任
を
補
償
す
る
保
険
制
度
で
す
。

申
込
用
紙
等
は
令
和
４
年
度
の
各
子
ど
も

会
育
成
会
長
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
会
活
動
を
行
う
場
合
は
必
ず
ご
加

入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
が
育
成

会
長
の
も
と
に
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

４
月
28
日
（
金
）

※
土
日
を
除
く

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

受
付
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
菱

刈
庁
舎
３
階　

社
会
教
育
課
内
）

☎
㉖
１
５
５
４

子
ど
も
会
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

助

成

額

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
保
険

診
療
分
の
金
額

※
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家

　

庭
で
あ
っ
て
も
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の

　

状
態
に
あ
る
場
合
等
は
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
。
な
お
、
事
前
に
受
給
資
格
者
証

　

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
非
課
税
世
帯
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
子

　

ど
も
医
療
給
付
が
優
先
（
薄
ピ
ン
ク
色

　

の「
子
ど
も
医
療
給
付
受
給
資
格
者
証
」

　

を
お
持
ち
の
人
：
毎
年
８
月
１
日
に
更

　

新
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

１
２
１
７

内
線
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伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

内
線

　相談日 相談会場

令和

５年

  ４月 13日 （木） 伊佐市文化会館

   ５月 11日 （木） まごし館

   ６月      8 日 （木） 大口元気こころ館

   ７月 13日 （木） まごし館

   ８月 10日 （木） 伊佐市文化会館

   ９月 14日 （木） まごし館

10月 12日 （木） 伊佐市文化会館

11月      9 日 （木） まごし館

12月 14日 （木） 伊佐市文化会館

令和

６年

   １月 11 日 （木） 伊佐市役所菱刈庁舎

   ２月      8 日 （木） 伊佐市文化会館

  ３月 14日 （木） まごし館

相談

時間

　　　９時30分～15時30分

※ 12時～ 13時を除く

※最終受付 14時 20分

加治木年金事務所の社会保険労

務士による出張年金相談です。

年金相談令和５年度 予約制

毎月第２木曜日開催

予約・問い合わせ先

加治木年金事務所お客様相談室

☎０９９５－６２－３５１１

※音声案内 ⇒ ①を押す ⇒ 音声案内 ⇒ ②を押す

相談日の１か月前から予約を受け付けています。

※市役所では予約を受け付けていません。

障害年金のご相談は、事前に市民課年金担当へ

予約をお願いします（内線１１５３・１１５４）

補
助
対
象
者

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
等
の
水
質
汚
濁

を
防
止
す
る
た
め
、
農
業
集
落
排
水
事
業

の
処
理
対
象
区
域
を
除
く
、
個
人
の
専
用

住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

（
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
を
す

る
人
）。

補
助
金
の
額
（
基
準
額
）

令
和
５
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金

〇
５
人
槽

３
３
２
、
０
０
０
円

〇
７
人
槽　

４
１
４
、
０
０
０
円

〇
10
人
槽　

５
４
８
、
０
０
０
円

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
に
係
る
補

助〇
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
必
要

と
な
る
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
に
係
る

費
用
（
上
限
９
万
円
）。

〇
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
に
お
け

る
、
宅
内
配
管
と
し
て
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
流
入
管
、
弁
の
設
置
及
び
住
居

の
敷
地
に
隣
接
す
る
側
溝
ま
で
の
放
流

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
小
椎
八
重

猛
さ
ん
と
向
江
知
恵
子
さ
ん
が
、
行
政
相

談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
に
引
き
続
き

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
な
ど
の
役
所
の

仕
事
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
手
続
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
関
す
る
改
善
の
申
し
入

れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
道

路
、
社
会
福
祉
、
登
記
、
税
金
、
郵
便
、

雇
用
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
毎

月
開
催
し
て
い
る
行
政
相
談
（
予
約
不

要
）
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係１

１
６
５

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は
行
政
相
談

委
員
へ

管
の
工
事
に
係
る
費
用（
上
限
15
万
円
）。

◎
新
設
補
助
（
今
年
度
か
ら
）

汲
み
取
り
槽
撤
去
に
係
る
費
用
・
宅
内

配
管
工
事
費
の
補
助
を
始
め
ま
し
た
。

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
必
要

と
な
る
汲
み
取
り
槽
撤
去
に
係
る
費
用

（
上
限
９
万
円
）。

〇
汲
み
取
り
式
か
ら
の
転
換
に
お
け
る
、

宅
内
配
管
と
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
流
入
管
、
弁
の
設
置
及
び
住
居
の
敷

地
に
隣
接
す
る
側
溝
ま
で
の
放
流
管
の

工
事
に
係
る
費
用
（
上
限
15
万
円
）。

上
乗
せ
補
助

市
内
に
事
業
所
を
置
い
て
い
る
業
者
が

施
工
し
た
も
の
に
限
り
、
基
準
額
に
５
万

円
の
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
各
槽
共
通
）。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

☎
㉒
１
０
６
０
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危
険
物
取
扱
者
試
験

種

別

乙
種
第
４
類

日

時

５
月
28
日
（
日
）

９
時
～
17
時

場

所

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受

講

料

２
、
７
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む
。

※
テ
キ
ス
ト
の
み
の
注
文
も
で
き
ま
す
。

受
講
申
込

消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

吉
松
分
遣
所
の
い
ず
れ
か
に
受
講
料
を
添

え
て
４
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
等
の
理
由
に
よ
り
、
試
験
準
備
講
習

会
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係

☎
㉒
０
１
２
２

広告

Information

農
業
機
械
化
研
修

（前
期
）
受
講
者

募
集県

立
農
業
大
学
校
で
農
業
機
械
化
研
修

（
大
型
特
殊
免
許
農
耕
車
限
定
・
農
業
機

械
士
・
け
ん
引
免
許
農
耕
車
限
定
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

研
修
日
程

５
月
～
７
月
に
養
成
研
修
４
回
、
応
用

研
修
２
回
開
催

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受

講

料

有
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

応
募
条
件

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
普
通
運
転
免
許
必
須

申
込
期
限

４
月
18
日
（
火
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
県
で
選
考
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係

２
２
４
６

募　
　

集

職
務
内
容　

農
地
の
貸
借
契
約
書
類
作
成
、

そ
の
他
事
務
補
助

勤
務
日
数　

月
13
日

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

※
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

報　
　

酬　

日
額
６
、
４
０
０
円　

伊
佐
市
農
政
課
事
務
補
助
員
募
集

※
雇
用
保
険
、期
末
手
当
、通
勤
手
当
あ
り
。

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

普
通
自
動
車
免
許
必
須
、
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

応
募
方
法

４
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
直
筆
の
履
歴

書
を
農
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
担
い
手
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
４
３

広告

〒895-2442

鹿児島県伊佐市大口針持3117-1

Tel/fax 0995-28-8008 携帯090-4773-8890 58ｍｍ
E-mail nbfnbfkiyomi277@gmail.com

行政書士　大野享美
鹿児島県行政書士会登録　2980号

取取りり扱扱いい業業務務
・・農農地地やや林林地地のの転転用用・・保保安安林林指指定定・・林林地地開開発発・・入入会会林林整整備備・・林林野野関関連連
補補助助事事業業・・建建設設土土木木業業許許認認可可・・車車庫庫証証明明、、自自動動車車登登録録・・団団体体やや会会社社設設
立立・・ボボラランンテティィアア団団体体設設立立・・遺遺言言書書作作成成・・そそのの他他官官公公庁庁へへのの申申請請等等
ごご用用命命おお待待ちちししてていいまますす

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
試
験
準
備

講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時

６
月
10
日
（
土
）
10
時
開
始

９
時
30
分
集
合

試
験
会
場

出
水
市
・
姶
良
市
・
鹿
児
島
市
・
南
九

州
市
・
薩
摩
川
内
市
・
鹿
屋
市
・
西
之
表

市
・
奄
美
市
・
天
城
町

試
験
の
種
類

▽
甲
種

危
険
物
取
扱
者

▽
乙
種

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
１
～

６
類
）

▽
丙
種

危
険
物
取
扱
者

受
験
願
書
の
申
請
方
法
・
期
間

⑴
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
の
場
合

４
月
10
日
（
月
）
～
20
日
（
木
）

※
20
日
の
消
印
有
効

⑵
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://www.sho

ubo-shiken.or.jp

）
か
ら
申
し
込
む

場
合

４
月
７
日
（
金
）
９
時
～
17
日
（
月
）
17
時

※
消
防
本
部
、
南
消
防
署
及
び
各
分
遣
所

で
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
伊
佐
湧
水
危
険
物
安
全
協
会
主
催
試
験

準
備
講
習
会
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1,300円
※交通費：あり
※賞与・昇給・退職金：なし
※勤務日数・時間はご相談

ください。

鶏肉のカット作業、
製品を袋やケースに
詰め梱包する工場内での
作業になります。

仕事
内容

マルイ食品大口工場勤務

工場スタッフが
しっかりと
作業の流れを
お教えします。

短期アルバイトも
募集しています！

勤務エリア
限定正社員

このような商品
作ってます！

　
 

　
 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

３月活動３月活動 ○曽木小学校区

毎月

日は
13

（
２
月
１
日
～
２
月
27
日
受
付
分
）

大
口
地
区

棈
松

義
雄

92
（
木
ノ
氏
）

有
馬

喜
三
男

91
（
里
町
）

井

鈴
子

99
（
水
ノ
手
）

大
塚

数
博

73
（
八
坂
団
地
）

川
畑

サ
ダ
子

94
（
上
目
丸
）

坂
口

ト
キ
子

97
（
白
ヶ
谷
）

坂
口　

正
男

88
（
上
八
坂
中
央
）

新
富　

フ
ヂ
子

104
（
仲
町
）

園
田　

一
行

84
（
舟
ノ
川
）

中
馬　

靜
夫

97
（
木
ノ
氏
）

津
田

由
紀
子

72
（
忠
元
）

堂
園

ト
ミ
子

100
（
西
原
）

中
鶴

な
つ
き

31
（
高
校
西
）

永
冨

純
子

83
（
上
原
田
）

松
ケ
迫

フ
ミ

98
（
松
ノ
口
）

宮
園

ア
キ
ミ

95
（
水
ノ
手
）

山
下

光
子

100
（
西
本
町
）

山
野
地
区

腰
替

八
重
子

86
（
平
原
前
）

牧

節
子

69
（
上
之
馬
場
）

羽
月
地
区

有
田

ウ
メ

100
（
富
ヶ
丘
）

古
川

月
子

99
（
駅
前
）

前
原

幸
子

104
（
崎
山
）

松
﨑

則
男

99
（
大
島
南
）

道
川
内

了

94
（
辺
母
木
）

西
太
良
地
区

三
好

一
己

94
（
諏
訪
）

菱
刈
地
区

大
久
保

ハ
ル
子

86
（
下
名
）

大
森

ト
ミ
子

89
（
上
市
山
）

田
畑

秋
敏

89
（
築
地
）

中
間

孝
務

92
（
花
北
上
）

新
原

エ
ミ
子

76
（
花
北
下
）

林

サ
タ
子

93
（
湯
之
元
）

福
岡

タ
ミ

92
（
前
目
中
）

福
部

冨
夫

70
（
上
市
山
）

（
２
月
７
日
～
２
月
24
日
受
付
分
）

大
丸

み
な
み
（
博
之
・
祥
子
／
園
田
）

奥
田

陽ひ

な咲
（
和
之
・
春
香
／
八
坂
町
）

木
佐
貫

瑠る

き玖
（
剣
・
伶
菜
／
西
本
町
）

鳥
成

風ふ

う

た太
（
翔
太
・
あ
り
さ
／
上
元
町
）

淵
脇

花か
な
で奏

（
京
汰
・
あ
か
り
／
花
北
下
）

村
岡

沙さ

な來
（
洋
・
美
穂
／
松
木
原
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。
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　　　　　DGs（ エス ・ ディー ・ ジーズ）。 最
さ い き ん

近テレビや

　　　　　学
が っ こ う

校などで見
み

たこと、 聞
き

いたことがある方
か た

も多
お お

いのではないでしょうか。

　しかし、「 SDGs とはどのようなものですか？」 と

聞
き

かれるとよく分
わ

からない。 何
な ん

となく知
し

っているけ

ど自
じ ぶ ん

分にできることが何
な に

かあるかな。 そのような

疑
ぎ も ん

問に応
こ た

えられるように今
こ ん か い

回から 12 回
か い

に分
わ

けて

SDGs について簡
か ん た ん

単ではありますがご紹
し ょ う か い

介します。

ＳＳ

今今
い　まい　ま

世世
せせ

　　　、 世
せ か い

界はさまざまな「待
ま

ったなしの問
も ん だ い

題」　

　　　に直
ち ょ く め ん

面しています。

　世
せ か い

界各
か く ち

地で起
お

こっている紛
ふ ん そ う

争、 広
ひ ろ

がる貧
ひ ん ぷ

富の差
さ

や日
ひ び

々の生
せ い か つ

活の中
な か

での差
さ べ つ

別や暴
ぼ う り ょ く

力に苦
く る

しむ人
ひ と び と

々。

また、 気
き こ う

候変
へ ん ど う

動により自
し ぜ ん

然災
さ い が い

害も増
ふ

えています。

　私
わたし

たちや未
み ら い

来の子
こ

どもたち

の暮
く

らしを守
ま も

るために、 さまざ

まな課
か だ い

題の解
か い け つ

決に向
む

けて行
こ う ど う

動

を起
お

こさなければいけません。

　国
こ く れ ん

連は SDGs に対
た い

する認
に ん し き

識を高
た か

めるため、 全
ぜ ん た い

体を

表
あらわ

す１つのロゴと 17 の目
も く ひ ょ う

標（ゴール） について個
こ べ つ

別の

アイコンを作
さ く せ い

成しました。 それが、 右
み ぎ

にあるロゴ（一
い ち ば ん

番

上
う え

の水
み ず い ろ

色の英
え い ご

語部
ぶ ぶ ん

分） と 17 個
こ

のアイコン（ 数
す う じ

字が

入
は い

っているカラフルな四
し か く け い

角形） です。 右
み ぎ し た

下の 17 色
しょく

の

カラフルな輪
わ

は、 SDGs カラーホイールといいます。

テレビや雑
ざ っ し

誌、 SDGs に取
と

り組
く

んでいるお店
み せ

など身
み

近
じ か

なところでも見
み

つけることができますので、 ぜひ探
さ が

し

てみてください。

　　　界
か い

が直
ち ょ く め ん

面するさまざまな問
も ん だ い

題に対
た い

し、 世
せ か い

界が

　　　　　　一
い ち が ん

丸となって取
と

り組
く

むための目
も く ひ ょ う

標が「持
じ ぞ く

続可
か

能
の う

な開
か い は つ

発目
も く ひ ょ う

標（SDGs）」 です。

　　「SDGs」 とは“ S
サ ス テ ィ ナ ブ ル

ustainable（持
じ ぞ く

続可
か の う

能な）”“D
デ

e

v
べ ロ ッ プ メ ン ト

elopment（開
か い は つ

発）”“ G
ゴ ー ル ズ

oals（目
も く ひ ょ う

標）” の略
り ゃ く

で、 17

の目
も く ひ ょ う

標（ゴール） と 169 のより具
ぐ た い て き

体的な目
も く ひ ょ う

標（ター

ゲット） から構
こ う せ い

成されており、 2015 年
ね ん

に日
に ほ ん

本を含
ふ く

む

193 の国
こ く れ ん

連加
か め い こ く

盟国の全
ぜ ん か い

会一
い っ ち

致で採
さ い た く

択されました。

　この 17 の目
も く ひ ょ う

標（ゴール） は、 一
い っ こ く

刻も早
は や

い進
し ん て ん

展が

必
ひ つ よ う

要であるため、 2030 年
ね ん

までに達
た っ せ い

成することをめ

ざしています。 また、 SDGs は、 あらゆる貧
ひ ん こ ん

困に終
し ゅ う し

止

符
ふ

を打
う

ち、 不
ふ び ょ う ど う

平等とたたかい、 気
き こ う へ ん ど う

候変動に対
た い し ょ

処しな

がら「誰
だ れ

一
ひ と り

人取
と

り残
の こ

さない」 ことを誓
ち か

っています。

　それでは次
じ か い

回から、 17 の目
も く ひ ょ う

標（ゴール） の内
な い よ う

容

に入
は い

っていきますのでお楽
た の

しみに！

広告 広告

　ぜひ、 このコーナー（全
ぜ ん

12 回
か い

） をキリトリ線
せ ん

（点
て ん せ ん

線）  

で切
き

り取
と

って、 いろいろな方
か た

と SDGs を考
かんが

えるきっかけ

としてください。

〈
キ
リ
ト
リ

〉
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◆

人口のうごき

R５. ３. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

◆

総人口 23,865 人 （－  42）

男 1 1,181 人 （－  23）

女 12,684 人 （－  19）

世帯数 12,774 世帯 （－  26）

広
報
い
さ

　
Ｎ
ｏ
.3
4
5
　
2
0
2
3
.0
4
.0
1

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
す
っ
か
り
春
に

な
り
ま
し
た
ね
。
春
は
、
別
れ
と
出
会

い
の
季
節
。
業
務
で
小
・
中
・
高
校
の

卒
業
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ど
の
学
校
も
卒
業
生
の
涙
が
印

象
的
で
、
充
実
し
た
学
校
生
活
だ
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
新
天
地
で
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

　

さ
て
、
５
月
号
か
ら
広
報
担
当
が
変

わ
り
ま
す
。
私
自
身
は
、「
南
三
陸
だ

よ
り
」
を
含
め
て
７
年
間
も
広
報
い
さ

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
感
想
が
、
な
に

よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
毎
月
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！　
　
　
　
　

 　

 

（
若
宮
健
太
郎
）

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

大
口
城
跡
の
第
５
回
桜
植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

急
斜
面
の
枕
木
階
段
を
登
り
頂
上
へ
。
開
け
た
土
地
に

桜
木
が
約
７
０
０
本
。
私
が
以
前
お
願
い
し
て
植
え
て

い
た
だ
い
た
７
本
の
木
と
対
面
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
努
力
に
感
謝
。
名
前
が
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い

た
孫
の
名
を
改
め
て
書
い
て
、
札
を
立
て
て
山
を
下
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
な
作
業
だ
と
、
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

（
本
城　

伊
佐
の
ホ
タ
ル　

60
代
）

　

「
大
口
城
を
愛
す
る
会
」
の
み
な
さ
ん
の
取
組
み
に
、

心
か
ら
感
謝
で
す
ね
！

　　

私
は
、
高
熊
山
・
鳥
神
岡
・
高
千
穂
峰
を
望
み
、
田

園
の
中
を
歩
く
。
足
元
か
ら
空
ま
で
一
日
と
て
同
じ
風

景
は
無
い
空
間
を
独
り
占
め
。
月
日
の
経
つ
の
は
本
当

に
早
い
。
六
十
代
は
年
々
、
七
十
代
は
月
々
、
八
十
代

は
日
々
年
を
と
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　

先
日
、
ド
ラ
マ
で
「
身
体
も
大
事
だ
け
ど
、
ま
ず
心

の
健
康
で
し
ょ
」
と
…
う
ん
、
納
得
。
笑
顔
で
日
常
の

小
さ
な
こ
と
を
楽
し
ん
で
生
き
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

（
大
口　

古
希
の
ば
あ
ば　

70
代
）

　

自
然
を
感
じ
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
、
晴
れ

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
！

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

　  　  つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

㈱増元精肉店
住　：大口上町 5-10　　   ：22-0029問

ふるさと納税
返礼品

　創業から 100 年以上続く精肉店です。鹿児島県産
にこだわり、お客様と従業員一人ひとりを大切にし、
安心・安全な美味しいものをご提供しております。

代表  貴嶋  克次さん

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえご投
稿ください。たくさんのお便りお待ちしています！当選発表
は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
　の目的では使用しません。

№ 28

　１名様

手
作
り
黒
豚
ぎ
ょ
う
ざ

手
作
り
黒
豚
ぎ
ょ
う
ざ

（（
1212
個
入
×
３
パ
ッ
ク
）

個
入
×
３
パ
ッ
ク
）

編
集
後
記
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